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交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

232件 
31件 

1人 

＋17 
＋3

（23） （＋12） 

（1） （＋1） 
±0

32人 
201件 

±0 
＋8

件数内訳 平成２２年6月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

7月の納税 
固 定 資 産 税s1期 
国民健康保険税s2期 
納 期 限s8月 2日（月） 
口座振替s7月26日（月） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

5月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

6月末現在 月間増減 
出生 

－ 
－ 
－ 
－ 
 

－ 
－ 
－ 
 

－ 
－ 
－ 
 

死亡 転入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

計 転出 
12,634 
13,807 
26,441 
8,300

9 
8 
17

12,622 
13,797 
26,419 
8,286

12 
10 
22 
14

13 
15 
28

4 
7 
11

16 
19 
35

24 
22 
46

8 
3 
11

計 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

　
梅
雨
に
入
り
、
蒸
し
暑

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

九
州
や
四
国
で
は
大
雨
に

よ
る
被
害
が
出
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
は
勝
山
で
も

気
象
情
報
に
注
意
を
し
て

く
だ
さ
い
。
 

　
梅
雨
が
明
け
る
と
今
年

も
勝
ち
山
夏
物
語
が
や
っ

て
き
ま
す
。
今
年
は
、
ゆ

め
お
ー
れ
勝
山
の
開
館
1

周
年
と
恐
竜
博
物
館
開
館

１０
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
が
目
白
押
し
で
、
真

夏
の
勝
山
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
7

月
１７
日
か
ら
の
3
日
間
開

催
さ
れ
る
、
ゆ
め
お
ー
れ

開
館
1
周
年
イ
ベ
ン
ト
に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
本
誌
記
事
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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「願い事は？」 
　6月18日に成器南幼稚園の園児が、ゆめお
ーれ勝山で七夕の飾りつけをしました。 
　短冊もいっぱい付けました。お願い事は何が
書いてあったかな？ 

「願い事は？」 
　6月18日に成器南幼稚園の園児が、ゆめお
ーれ勝山で七夕の飾りつけをしました。 
　短冊もいっぱい付けました。お願い事は何が
書いてあったかな？ 
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元
小
笠
原
藩
の
神
宮
寺
と

八
幡
神
社

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
の
南
側
に
は
大
蓮
寺
川
に
架

か
る
橋
が
あ
り
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会
に

よ
っ
て
「
神
宮
寺
橋
」
の
道
標
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
小
笠
原
家
の
鎮
守
八は

ち

幡ま
ん

神

社
と
、
そ
の
別
当
の
神
宮
寺
が
あ
っ
た
場
所
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
小
笠
原
藩
主
貞
信
公
が
元
禄
四
年

（
一
六
九
一
）
に
勝
山
入
部
の
際
に
勧か

ん

請じ
ょ
う

し
（
神

仏
の
分
霊
を
請
じ
迎
え
る
）、
そ
の
後
、
五
代
信

房
が
勝
山
城
再
建
に
当
た
り
、
明
和
七
年
（
一
七

七
〇
）
五
月
十
四
日
、「
神
宮
寺
」
と
当
家
の
鎮

守
「
八
幡
宮
（
天
満
宮
・
金か

な

鑚さ
な

大
明
神
も
合
祀
）」

を
城
の
巽

た
つ
み

（
南
東
）
に
還
し
て
建
立
し
た
も
の
で

あ
る
（「
小
笠
原
家
譜
」
開
禅
寺
文
書
）。
つ
ま
り
、

勝
山
城
再
建
に
際
し
て
二
の
丸
東
南
の
位
置
に
堀

を
隔
て
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
大
蓮

寺
川
の
位
置
は
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
当
時
は
神
宮
寺
川
と
称
し

て
い
た
。

天
保
年
間
「
越
前
勝
山
ノ
図
」（
松
井
つ
ね
子

家
蔵
）
に
、
左
側
に
神
宮
寺
、
右
側
に
鳥
居
（
八

幡
社
）
が
並
ん

で
描
か
れ
て
い

る
。
神
宮
寺
は

八
幡
社
の
別
当

寺
（
神
社
に
付

属
し
て
置
か
れ

た
寺
）
で
あ
っ

た
。
こ
の
八
幡

社
・
神
宮
寺
境
内
の
範
囲
は
、
交
番
前
の
交
差
点

を
含
む
か
な
り
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

『
平
泉
寺
史
要
』
に
よ
る
と
、
八
幡
宮
は
平
泉

寺
末
と
さ
れ
、
八
幡
宮
領
と
し
て
二
十
五
石
、
宮

地
一
反た

ん

一
畝せ

歩ぶ

、
寺
地
一
反
三
畝
歩
、
社し

ゃ

頭と
う

二
間

四
方
、
拝は

い

殿で
ん

三
間
四
方
、
住じ

ゅ
う

坊ぼ
う

九
間
四
方
、
表

門
・
土
蔵
が
あ
っ
た
。

江
戸
期
に
は
、
八
幡
神
社
で
は
、
三
月
十
五
日

に
小
笠
原
氏
先
祖
の
武
功
を
た
た
え
る
「
鶯

う
ぐ
い
す

太

刀
の
祭
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ

て
小
笠
原
藩
は
な
く
な
り
、
ま
た
、
神
仏
分
離
令

に
よ
っ
て
八
幡
宮
は
八
幡
神
社
と
改
称
し
て
神
明

神
社
内
に
合
祀
さ
れ
、
神
宮
寺
は
廃
さ
れ
た
。
現

在
も
字
名
「
一
七
字
八
幡
」
だ
け
は
残
っ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
委
員
　
増
田
公
輔

神宮寺 

八幡社 

「越前勝山ノ図」に描かれた神宮寺
と八幡社

元神宮寺川（大蓮寺川）に
架かる神宮寺橋


